
１
月
10
日
、
市
内
13
分
団
と
自
衛
消
防

隊
な
ど
か
ら
約
半
数
の
４
６
３
人
が
参
加

し
て
、
美
祢
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

出
初
式
の
最
初
に
行
わ
れ
た
観
閲
パ
レ

ー
ド
で
は
、
徒
歩
隊
と
車
両
隊
に
分
か
れ
、

各
部
隊
ご
と
に
市
民
会
館
前
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

麦
川
保
育
園
園
児
も
雪
の
降
る
中
、
防
火

遊
戯
を
元
気
に
披
露
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
と
永

年
勤
続
団
員
、
永
年
勤
続
退
職
者
に
山
口

県
消
防
協
会
長
、
市
長
、
消
防
団
親
和
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
厚
狭
川
河
川
敷
で
色
鮮
や
か
な
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

2009年（平成 21 年）2 月 1 日

成
進
高
校
生
徒
会
が
昨
年
11
月
に
行
っ

た
文
化
祭
の
飲
食
バ
ザ
ー
や
遊
休
品
の
販

売
な
ど
の
収
益
金
３
万
３
３
７
８
円
を
県

共
同
募
金
会
美
祢
支
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。１

月
６
日
、
新
旧
生
徒
会
長
の
三
嶋
圭
　
　

祐
く
ん
（
普
通
科
３
年
）
と
山
田
栄
美
さ

ん
（
普
通
科
２
年
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、

「
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
村
田
市
長
（
県
共
同
募
金
会
美
祢
支
会

会
長
）
に
収
益
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

文
化
祭
の
収
益
の
寄
附
は
旧
校
名
の
美

祢
中
央
高
校
時
代
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

１
月
13
日
、
城
原
小
学
校
で
新
春
か
る

た
大
会
が
行
わ
ま
し
た
。

学
年
の
代
表
が
好
き
な
こ
と
わ
ざ
、
和

歌
を
発
表
し
、
学
校
の
近
く
に
住
ん
で
い

る
岡
藤
泰
治
さ
ん
か
ら
百
人
一
首
の
歌
の

意
味
や
歌
人
に
ま
つ
わ
る
逸
話
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
い
た
後
、
百
人
一
首
や
ふ
る

さ
と
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
は
平
成
15

年
に
当
時
の
児
童
が
親
子
で
、
学
校
や
地

域
の
こ
と
を
歌
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

体
育
館
に
47
枚
の
絵
札
が
並
べ
ら
れ
、

教
諭
が
札
を
読
み
上
げ
て
合
図
を
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
挙
げ
な
が
ら
絵
札
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

成
進
高
校
生
徒
会
が

文
化
祭
の
バ
ザ
ー
収
益
金
を
寄
附

城
原
小
学
校
　
新
春
か
る
た
大
会

平
成
21
年
美
祢
市
消
防
出
初
式

新
春
た
こ
揚
げ
大
会
・
遊
び
の
広
場

１
月
10
日
、
美
東
町
と
秋
芳
町
の
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
新
春
た

こ
揚
げ
大
会
・
遊
び
の
広
場
が
秋
吉
台
少

年
自
然
の
家
を
会
場
に
行
わ
れ
、
約
１
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た

ち
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
和
紙
や
ビ

ニ
ー
ル
、
竹
ひ
ご
な
ど
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
手
作
り
た
こ
を
作
り
ま
し
た
。
中

に
は
え
と
に
ち
な
ん
で
た
こ
に
牛
の
絵
を

描
い
て
い
る
子
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雪
が
降
る
悪
天
候
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
た
こ
作
り
の
後
、
ゆ
で
た

ま
ご
や
焼
き
芋
を
食
べ
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
楽
し
い
休
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。



Ａ
　
市
長
答
弁

2009年（平成 21 年）2 月 1 日

竹
岡
　
昌
治
議
員

１
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

Q

総
合
計
画
審
議
会
と
三
つ
の

地
域
審
議
会
に
総
合
計
画
策
定

に
関
す
る
諮
問
を
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
と
り
ま
と
め
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
　
市
長
答
弁

萬
代
泰
生
議
員

総
合
計
画
審
議
会
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
設
置
を
し
、
総

合
計
画
の
策
定
に
関
し
て
ご
審
議

を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
設
置
期

間
は
２
年
間
で
す
。
一
方
、
地
域

審
議
会
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
議
お
よ

び
議
会
の
議
決
を
経
て
設
置
を
さ

れ
た
も
の
で
、
新
市
基
本
計
画
の

変
更
や
執
行
状
況
に
関
す
る
こ
と
、

新
市
基
本
構
想
の
作
成
に
関
す
る

こ
と
な
ど
の
役
割
が
あ
り
、
合
併

後
10
年
間
設
置
を
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
地
域
審
議
会
か
ら
答

申
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
総
合
計

画
審
議
会
に
お
い
て
総
合
的
な
調

整
や
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
上
で

答
申
を
頂
く
と
い
う
形
で
、
整
合

性
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
観
光
事
業
の
現
状
と
課
題
、

秋
芳
洞
へ
の
外
国
人
の
入
洞
状

況
な
ら
び
に
観
光
庁
創
設
に
伴

い
整
備
さ
れ
た
支
援
制
度
の
活

観
光
事
業
に
つ
い
て
平
成
20
年

は
、
山
口
県
と
Ｊ
Ｒ
６
社
が
共
同

で
、
県
下
一
斉
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
本
市
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
観
光
客
の
誘
致
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
る
ド

ラ
イ
ブ
観
光
の
差
し
控
え
に
よ
り
、

秋
芳
洞
の
入
洞
者
数
は
平
成
19
年

度
64
万
４
千
人
に
対
し
て
、
平
成

20
年
度
は
63
万
人
台
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

今
後
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
と
し
て
、
ま
た
観
光
立

市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
施
策

と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
の

一
次
・
二
次
交
通
の
整
備
、
閉
鎖

店
舗
の
改
善
、
ま
た
お
客
様
の
動

線
の
整
備
や
秋
芳
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、

各
洞
内
の
照
明
設
備
の
改
善
な
ど

の
諸
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

次
に
、
秋
芳
洞
を
訪
れ
ら
れ
た

外
国
人
観
光
客
の
平
成
19
年
度
地

域
別
入
洞
者
数
は
、
台
湾
か
ら
が

２
、
４
７
７
人
、
韓
国
か
ら
が
２
、

２
７
８
人
、
中
国
か
ら
が
１
２
６

人
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
が
１
１
８
人

の
順
で
、
合
計
は
５
、
４
６
２
人

で
、
総
入
洞
者
数
に
占
め
る
割
合

は
約
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
観
光
事
業
の
国
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
10
月
１
日
に
観

光
庁
が
発
足
し
、
日
本
を
訪
れ
る

外
国
人
旅
行
者
を
２
０
１
０
年
ま

で
に
１
、
０
０
０
万
人
と
す
る
目

標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
は

下
関
市
と
長
門
市
と
の
間
で
広
域

観
光
協
定
を
結
ぶ
協
議
を
重
ね
て

お
り
、
今
後
観
光
圏
整
備
法
に
お

け
る
支
援
制
度
を
最
大
限
に
活
用

し
ま
し
て
、
観
光
事
業
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
観
光
大
使
の
公
募
と
人
材
育

成
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

Ａ
　
市
長
答
弁

山
口
県
を
代
表
す
る
観
光
地
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光

大
使
も
重
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
公
募
な
ど
の
検
討
を
考
え

て
お
り
、
観
光
大
使
の
民
間
人
登

用
に
つ
い
て
も
、
公
募
と
併
せ
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
な
ど
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
際

競
争
力
の
高
い
観
光
地
形
成
に
よ

り
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め

に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
　
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
構

築
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
　
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
概
要

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

Ａ
　
教
育
長
答
弁

本
市
の
学
校
評
価
は
目
標
管
理

型
で
あ
り
、
学
校
は
年
度
当
初
、

学
校
教
育
目
標
に
即
し
て
、
重
点

目
標
を
３
項
目
程
度
設
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
独
自
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
市
全
体
で
11
月
に
実
施

す
る
統
一
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
活
用
し
て
教
育
活
動
を
点
検
し
、

校
内
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
自

己
評
価
の
結
果
お
よ
び
今
後
の
改

善
方
策
に
つ
い
て
自
己
評
価
書
を

作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
や

地
域
住
民
な
ど
で
組
織
し
設
置
さ

れ
た
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
の

委
員
が
、
自
己
評
価
書
に
基
づ
い

て
学
校
関
係
者
評
価
書
を
作
成
し

ま
す
。
学
校
は
こ
の
評
価
書
に
基

づ
い
て
来
年
度
の
教
育
活
動
の
内

容
な
ど
を
検
討
し
、
学
校
改
善
報

告
書
に
具
体
的
な
改
善
、
取
り
組

用
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。


